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　はじめに

ゴンベ科 Cirrhitidae は日本近海に 8 属 14 種が

分布している（林・萩原，2013）．クダゴンベ属

には Oxycirrhites typus (Bleeker, 1857) の 1 種のみ

がしられ，吻が著しく長く管状である，体高が低

い，前鰓蓋骨が強い鋸歯状である，および体側に

マ ス 目 模 様 の 斑 紋 が あ る な ど の 特 徴 を も つ

（Randall, 1963； 落 合・ 益 田，1974； 林・ 萩 原，

2013）．本種は，これまで日本国内において千葉

県館山，伊豆半島大瀬崎，高知県沖ノ島，鹿児島

県硫黄島・屋久島，沖縄県伊江島・与那国島，八

丈島，小笠原諸島から記録されていた（林・萩原，

2013）．しかし，本種はやや深場のヤギ類やウミ

カラマツ類が生息する環境に限定的に生息するこ

と（Donaldson, 1989; Donaldson and Colin, 1989），

その美しい色彩と模様からダイバーからの人気が

高く，ダイビング業者が保護していることなどの

理由で採集が困難な場合が多い．そのため，鹿児

島県の硫黄島や屋久島を含む出現記録の多くは，

水中写真に基づいたものであった．

2016 年 8 月におこなわれた鹿児島県口永良部

島の魚類の種多様性調査の一環で，同島沿岸にお

いて 1 個体のクダゴンベが採集された．この標本

は鹿児島県における本種の標本に基づく初めての

記録となるため，その形態の詳細を記載し，ここ

に報告する．

　材料と方法

標本の計測・計数方法は Randall (1963) にした

がった．各形質をデジタルノギスにより 0.1 mm

単位で計測し，体長と頭長に対する百分率で示し

た．標準体長は体長と表記した．クダゴンベの生

鮮時の色彩の記載は，固定前に撮影された鹿児島

県産の標本（KAUM–I. 90889）のカラー写真に基

づいた．標本の作製，登録，撮影，および固定方

法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標

本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に

保管されており，上記の生鮮時の写真は同館の

データベースに登録されている．

　結果と考察

Oxycirrhites typus (Bleeker, 1857)

クダゴンベ　（Figs. 1–2）

標本　KAUM–I. 90889， 体 長 88.4 mm， 全 長

103.0 mm，鹿児島県口永良部島浦底（30°29′N, 

130°09′E），水深 25 m，2016 年 8 月 19 日，手網，

小枝圭太・木村祐貴．

記載　背鰭条数：X, 13；臀鰭条数：III, 7；胸

鰭条数 ii + 7 + v；腹鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数

52；側線上方鱗数 4；側線下方鱗数 10；鰓耙数 5 

+ 13．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：頭長

41.5；体高 24.3；尾柄高 9.6．体各部測定値の頭
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長に対する割合（%）：吻長 53.7；眼径 15.2；上

顎 長 38.4； 背 鰭 第 1 棘 長 17.8； 背 鰭 第 2 棘 長

26.9；背鰭第 3 棘長 38.7；背鰭第 1 軟条長 44.1；

臀鰭第 2 棘長 36.6；臀鰭第 1 軟条長 41.2；胸鰭長

63.1；腹鰭長 35.6．

体は細長く，やや側扁する．体高は低く，腹

鰭基部付近で最大となる．頭は長く，吻が管状に

伸長して先端が著しく尖る．頭部背縁は上顎骨前

端から眼上部までゆるやかに上昇し，そこから背

鰭起部にかけて高くなる．背鰭棘部基底は体軸と

ほぼ平行で，そこから尾鰭基底上端にかけてゆる

やかに下降する．体腹縁は下顎先端から腹鰭基部

にかけてゆるやかに下降する．そこから臀鰭起部

にかけては体軸と平行となり，以後，尾鰭基底下

端にかけてゆるやかに上昇する．眼は正円形で，

体軸より背側に位置し，眼の上端は背縁を越える．

眼隔域は平坦で，その間隔は眼径より明らかに狭

い．鼻孔は 2 対で眼の前方に位置する．前上顎骨

はよく伸長し，下顎とともにくちばし状．上顎骨

は短く，その後端は眼の前端より著しく前方にあ

る．下顎骨は長く，その後端は眼の後縁下に達す

る．両顎には絨毛状の歯があるが，口蓋骨や鋤骨

には歯がない．

前鰓蓋骨後縁は 13 本の強い小鋸歯が並ぶが，

下縁は円滑．吻部と両眼間隔を除く頭部と体は円

鱗で覆われる．頬部鱗は 3 列をなす．側線は鰓孔

上端から始まり，体背縁と平行にゆるやかに下降

し，尾鰭基部中央に達する．

背鰭起部は胸鰭基部上端の直上に位置し，腹

鰭起部直上より前方．背鰭棘は第 1 棘が短く，第

4 棘が最長で，そこから後方のものほど短いが，

最後の第 10 棘は第 8 棘と同程度で第 9 棘より長

い．背鰭棘間の鰭膜は，各棘長の 1/2–1/3 程度欠

刻し，後方ほど欠刻が弱い．また，背鰭棘間の鰭

膜は棘の直後で 1–4 本に短く糸状に伸長する．背

鰭軟条は第 1 軟条が最長で，後方のものほど短い．

軟条部の背縁は直線的で，後端で丸みを帯びる．

臀鰭起部は背鰭第 1 軟条直下のやや後方にあり，

基底後端は背鰭基底後端より前方に位置する．臀

鰭棘は第 2 棘が最長で，前後の 2 棘より太い．臀

鰭軟条は第 1 軟条が最長で，後方のものほど短い．

軟条部の外縁は直線的で，後端で丸みを帯びる．

胸鰭は第 2 軟条まで不分岐で，後縁は第 9 軟条ま

では直線的．下方の 5 軟条は不分岐でよく肥厚し，

やや伸長するため，この部分の軟条間の鰭膜が欠

刻する。伸長した胸鰭後端は肛門に達しない．腹

鰭起部は背鰭第 4 棘基部の直下．たたんだ腹鰭の

後端は肛門に達せず，胸鰭後端直下に位置する．

尾鰭はほぼ截形で、後縁がわずかに湾入する．

鮮時の色彩　頭部と体の地色は白色で，眼か

Fig. 1. Fresh specimen of Oxycirrhites typus collected from Kuchierabu-jima island, Kagoshima Prefecture, Japan. KAUM–I. 90889, 88.4 mm 
standard length.
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ら尾鰭基底にかけて 4 本の赤色縦帯が走り，各縦

帯の間を点線が走る．これらの縦線とほぼ垂直に

交差するように 11 本の赤色横帯が走り，マス目

模様を形成する．背方から 1 本目の縦帯は眼の上

縁を通り，背鰭基底のやや下を走って背鰭基底後

端に達する．2 本目の縦帯は眼を通り，側線上を

走って尾鰭基底に達する．3 本目の縦帯は眼の後

下縁から始まり，胸鰭基底上端のやや上を通って

第 2 縦帯と並行して走る．眼の下縁から始まる 4

本目の縦帯は，胸鰭基底を通り，尾柄下縁やや上

を走り，尾鰭基底下端に達する．縦帯および横帯

は腹側ほど細く，途切れがちになる．背鰭棘部に

は 2 本の赤色縦帯が走る．棘の欠刻部より先端は

赤色．軟条部の鰭膜は半透明で，軟条に沿って赤

色斑が密に散在する．臀鰭，胸鰭，腹鰭は黄色．

尾鰭の鰭膜は半透明で，軟条に沿って赤色斑が密

に散在し，後部ではこれらが繋がって線状となる．

分布　クダゴンベはインド・汎太平洋に広く分

布する（Randall, 1963; Allen and Erdmann, 2012；林・

萩原，2013）．日本国内では千葉県館山，伊豆半

島大瀬崎，高知県沖ノ島，鹿児島県硫黄島・屋久

島・口永良部島，沖縄県伊江島・石垣島・与那国

島，および八丈島，小笠原諸島から記録されてい

る（落合・益田，1974；松浦，1997；Senou et al., 

2006；Senou et al., 2007； 吉 野，2008； 伊 藤，

2009；Motomura et al., 2010；目黒，2013；林・萩

原，2013；Koeda et al., 2016；本研究）．

備考　本報告で記載した口永良部島産の標本

は，吻が長く管状である，体が細長く体高が低い，

体側に赤色のマス目模様がある，背鰭が 10 棘 13

軟条，臀鰭が 3 棘 7 軟条，胸鰭が 14 軟条で上の 2

軟条と下の 5 軟条が不分枝，側線有孔鱗数が 52，

側線上方横列鱗数が 4，側線下方横列鱗数が 10 な

どの特徴が本科魚類の形態を包括的にまとめた

Randall (1963) や，本種を日本初記録として報告

し た 落 合・ 益 田（1974） に お け る Oxycirrhites 

typus の記載と一致したため，本種と同定された．

クダゴンベは，伊豆半島大瀬崎において採集さ

れた標本に基づき日本国内から初めて報告された

（落合・益田，1974；益田ほか，1975）．本種はそ

の美しい色彩と住み着いた無脊椎動物の付近から

ほとんど離れない性質から，これまでダイバーに

よって数多くの水中写真が撮影されてきた．鹿児

島県の硫黄島や屋久島からの記録を含む南日本，

琉球列島および小笠原諸島からの散発的な記録の

ほとんどは，これら水中写真に基づく記録である

（松浦，1997；Senou et al., 2006；Senou et al., 2007；

伊藤，2009；Motomura et al., 2010；目黒，2013；

Koeda et al., 2016）．したがって，本報告の口永良

部島産のクダゴンベの標本は，本種の標本に基づ

く鹿児島県からの初めての報告となる．

クダゴンベは岩礁域の硬いヤギ類や軟らかいウ

ミトサカ類の群体上に住むことがしられている

（松浦，1997）．口永良部島で得られた個体は，高

さ 1 m 程度で薄紅色のツノサンゴ目 Myriopathidae

科 Myriopathes 属の 1 種の群体上にペアで住んで

いた．また，危険を感じても群体上を動き回るの

みで，しばらくはその場を離れる様子がみられな

かった．本研究も含め，本種が住むヤギ類やウミ

トサカ類はそのすべてが薄紅色（吉野，2008；

Motomura et al., 2010；本研究）あるいは燈色（松浦，

1997：伊藤，2009；目黒，2013；Koeda et al., 2016）

である．荒俣（2007）は本種の鮮やかな色彩と模

様は迷彩色と表現しており，本種がこれらの色の

無脊椎動物を選択的に利用している可能性は高

い．本種は特徴的な色彩や形態をもつために観賞

魚としての人気も高いが，主な生息水深が 20 m

以深であること，限定的な環境に生息することな

Fig. 2. Underwater photograph of Oxycirrhites typus, a paired 
individual with KAUM–I. 90889 (88.4 mm standard length), 
in association with Myriopathes sp., Kuchierabu-jima island, 
Kagoshima Prefecture, Japan.
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どの理由で野外観察調査が困難であり，それゆえ

に生態学的情報は不足している．Donaldson (1989)

や Donaldson and Colin (1989) は，本種の繁殖生態

について報告をしており，本種の繁殖様式が基本

的に一夫一妻であるが，周囲の環境によってハレ

ムを形成する可能性を示唆した．しかしながらそ

の後の検証を含む本種の生活史解明には程遠い状

況であり，今後の研究が期待される．
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